
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師70％以上

･教職員間でマイプランを共有すると共に，校内研
修等で取組の促進を図る。

A
・コロナ禍で学び合いや近距離でのグループ学習
ができなかったので，途中成果指標を設定し直し，
約80％の教職員が個人の成果指標を達成できて
いた。

A
・中間報告前に個人の成果指標を設定し直し，
80％以上の教職員が達成することができた。

B
・到達目標８０％では低いように感じる。全ての教
師が理解しすすめていくべきだと感じる。 松尾　亨

（指導教諭・学力向上）

○算数科を中心に「学び合い」の時間を確保し，学ぶ喜
びを実感できるように取り組ませる。

○算数科において「自分の考えをもとに学び合いを行っ
たか」「算数は楽しいか」の質問に対して肯定的な回答
をする児童の割合を75％以上

・学び合いにおいて話し合いの視点を明確化したり，考えがより
伝わりやすいノートの工夫をしたりするなどの手立てをする。
・自学ノートについては，意欲喚起のために模範となるノートを
掲示したり，学年学級通信等に掲載し内容と質の向上に努め
る。

B
・コロナ禍で学び合いや近距離でのグループ学習ができなかっ
たが，成果指標を設定し直したところ，74.5％の児童が「算数は
楽しいか」の質問に対して肯定的な回答をしていた。
・学び合い活動については，今後の状況に応じて取り組んでい
く。

B
・学び合いや近距離でのグループ学習は難しかったが，教材研
究や教具の工夫を重ね，12月調査では，予想以上の成果を達
成できた。
・コロナ禍の状況に対応しながら学び合い活動を取り入れるこ
とができた。

B
・学力が本当に伸びているかは，単年の結果では
分からない。それぞれの学年の数年分のデータを
提示して欲しい。
・授業参観する機会が少ないので改善を。

田中和江
（学力向上・算数主任）

○個人及び全校の読書のめあて（読書量，ジャンル等）
を設定し読書生活を豊かにする。

○個人及び全校の読書のめあてを達成できた児童の
割合70％以上

・個人による読書のめあてと，共通のめあて「１人
１００冊」を設定する。

B

・コロナ禍で，大幅に貸出制限がされた。しかし，貸出の機会を十分に生
かして本を借りる様子が見られた。今後は感染対策をとりながら貸出の
機会を増やす方向で取り組みを始めている。
・教職員のおすすめの本を紹介することで幅広いジャンルの本に興味を
もてるようにする。

B
・コロナ禍で例年通りの貸出状況にはならなかったが，本への
興味を高める新たな取り組み（人気の本の紹介，おすすめの
本の紹介，しおりコンクールなど）を実施することはできた。しか
しながら貸出の機会自体が制限されたため読みたい本を読む
ことができない状況が生まれた。

B
・コロナ禍で貸し出しが制限されたということも原因
だろうが，読書量が減ってきているのは残念だ。今
後は電子書籍も含めるのか検討する必要がある。

今里裕美
（図書館教育）

●児童生徒が，自他の生命を尊重する心，
他者への思いやりや社会性，倫理観や正義
感，感動する心など，豊かな心を身に付ける
教育活動

〇道徳科の年間指導計画と別葉に沿って，計画
的・発展的な指導を行う。
〇全学級によるふれあい道徳を実施する。

・道徳科の年間指導計画と別葉に沿った指導後，見直
しと改善を行う。
・ふれあい道徳の実施について，学校便りや学級便り
で保護者に内容を伝える。 B

・コロナ禍で，新年度のスタートが遅れはしたが，週に１
回の道徳の授業は，どの学級も順調に進められている。
・今年度は，全学級実施は難しいと思われるが，２回の
授業参観で，３分の１以上の学級が道徳の授業を行って
いる。

A
・今年度より二期制になったことを受け，来年度に向けて道徳
科の年間指導計画と別葉を見直し，改善を行った。
・３回の授業参観で，16学級がふれあい道徳を実施した。
・２月に道徳科の専門家である大学教授を招いて校内研修会
を行い，全教員が研鑽を深めることができた。

B
・道徳の授業公開は大事だと思う。
・社会性，自他の尊重などの基本は「あいさつ」に
あると思う。しっかり身につけさせて欲しい。

大隈章子
（道徳教育推進教師）

山口このみ
（こころ部部長）

●いじめの早期発見，早期対応体制の充実 ○「いじめ・いのちを考える日」に合わせたアン
ケートで，肯定的な回答をする児童80％以上

・基本的人権を尊重し，差別やいじめをゆるさない一人
ひとりが安心して生活できる学級作りの推進。
・児童との関係作りを行いいじめの防止・早期発見につ
なげる。 B

・生活朝会や平和集会，旭っこ集会で全校で集うことができな
かったものの，放送や映像を通じて呼びかけをしたり，標語づく
りに取り組んだりした。「いじめ」に関するアンケートでは，８０％
近くが肯定的な回答をすることができていた。
・否定的な回答に対する個々の対応を大切にしていきたい。

B

・生活朝会や放送による人権集会を行った。人権週間に合わ
せて「いじめ」に関する授業を行ってもらった。
・「いじめ」に関するアンケートは８０％が肯定的だったものの，
校外での差別発言などもあり，「いじめ」の予防や対応の共通
理解が課題である。

B

・２月末までに１件しかいじめ報告がないようだが，
もっと認知できたのではないか。
・対応がますます大変だと思うが，積極的に認知し
て欲しい。

坂口滋子（人権担当）

◎個が生きる学級集団づくり ◎5月と１２月に実施するQUアンケートで，学
級満足群を７０％以上，要支援群を１０％以
下

・学級会を中心とした「話し合い活動」の充実。Sー
PDCAのサイクルを繰り返し回していき，自分達の生活
を問い直し，より良くするための提案や課題を見つける
ことができる児童を育む。
・学級づくりに関する研修会を実施する。

A

・どの学級も学級会に取り組むことができている。特に本年度
の研究の柱であるstandingの部分で，話合いの議題を児童が
提案するという意識が高まっている。今後も，学級会を含めた
SーPDCAサイクルを何度も実行し経験することで，話合い活動
が充実し，児童が達成感を味わえるようにする。

A

・学校全体で学級会に取り組んだことで，全ての子どもが話し合い活動
の良さに触れ，主体的に活動に取り組む姿勢が見られた。
・QUアンケートでは，学級満足群が70％以下だったが，要支援群がどの
学年も10％以下となっている。
・授業研究会では，KPT法というファクシリテーションを手法を用いたこと
で，話し合いの内容を深めることができた。

B
・話し合いで物事を解決することは大切だ。実際に
学級会を見ていないので，次年度は授業参観など
で見せて欲しい。

川内　綾（特活主任）

○運動習慣の改善や定着化 ○授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童生徒６０％以上

・運動教室やなわとび大会などを開催し，運動する機会
を作るようにする。
・各クラスにドッジボール，サッカーボール，長縄，ドッジ
ビーを配布し，外遊びの環境を整える。 B

・運動教室などの実施により運動の機会を作ったことで，普段
運動ができていない児童に運動に親しませることができた。
・外遊びの環境も整っているが，冬季は寒さを感じ，室内で過
ごすという児童も一定数みられる。今後も呼びかけや運動教室
の実施で体を動かす機会を提供したい。

B

・引き続き運動教室を実施し，運動の機会を児童に提供した。今回の教
室では，普段運動できていない児童だけでなく，運動が得意で機会も多
い児童を呼び込んだことで，両者が対話し，理解し合う機会となった。
・各クラスのの道具だけでなく，なわとび板を設置したことでより運動に
親しむ児童が増えた。
・しかし一週間で420分以上の運動の機会をとっている児童は約５０％に
とどまり，今後の課題になっている。

B

・体力の低下が言われている中，さらにコロナウイ
ルスで運動する機会が減ったと思う。ケガも心配だ
が，どんどん運動をさせて欲しい。 西山健太（体育主任）

○望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成

○「健康に食事は大切である」と考える児童９０％
以上
○「毎日朝食を食べる」児童９５％以上
○給食残食率４％以内

・朝食の大切さについて，児童には，掲示物や委
員会活動，学級活動などで定期的に働きかける。
保護者には，食育（給食）便りやホームページなど
を通じて，情報発信する。 B

・給食残食率は，３％以内である。
・まんぷく空っぽ週間を２回実施し，放送で結果を知らせた。どの学年も
よく食べている。
・「早寝早起き朝ごはん」チェックシートを２回実施，給食委員会便りを４
回発行し情報発信に努めた。
・「健康に食事は大切である」と考える児童９８％（５年生で実施）

B

・給食残食率は各月３％以内である。（１月は２，０９％）
・まんぷく空っぽ週間，かたづけ点検週間を実施した。結果は
放送で知らせ，情報発信に努めた。
・給食委員会便りを発行し，野菜の栄養や，食事マナーについ
て情報発信をした。

A

・旭小ではしっかり給食をとらせてもらっていること
が分かった。しっかり食べて健康な体をつくること，
食べ物を大切にすることを指導してもらい嬉しく思
う。

白濱知恵（給食担当）

○安全に関する資質・能力の育成 ○児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。 ・交通立ち番の職員が登校の様子を把握し，即時
指導を行うとともに，警察署などから指導を仰ぎ，
安全で実践的な通行の仕方や避難の仕方につい
ての理解を深める。

B
・毎週，職員が交代で交通立ち番を行い，児童の登校の様子
を見守り，指導を行っている。
・下校時の見守りや安全な歩行や自転車の乗車についての指
導・呼びかけを行い，児童の安全面への意識は向上している。

B
・ＰＴＡや交通指導員の方と協力し，交通立ち番を行い，児童の
登校や下校の様子を把握し即時指導を行うことができた。
・道路歩行や自転車乗車については，各担任・生活部からの指
導や安全委員会からのアンケートや呼びかけにより，児童の安
全面への意識の向上を図ることができた。

B
・今年は大きな交通事故が起きず良かったと思う。
学校南側の道路は交通量も多いので注意が必要
だろう。

大井雅子（安全担当）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守し，全職員の達成を
目指す。

・定時退勤日を毎週金曜日に設定する。
・学校閉庁日の設定をする。
・時間外勤務月４５時間以内を遵守する。
・労働安全衛生委員会の積極的開催。

B

・月～木は19:00，金は17:45退庁が定着してきた。
・時間外勤務時間は少しずつ鳥栖市の平均値に近づいてき
た。
・休日出勤時の勤務時間も必ず業務記録に記入してもらうこと
で，勤務時間短縮の意識を向上させたい。

B

・職員は，退勤時間が近づくと自主的に職員室に戻り，時間を守って退
勤するようになった。
・45時間以上80時間未満の時間外勤務者の割合は５３%から１３％に減
少した。
・労働安全衛生委員会の積極的開催や休日も業務記録表に記入するこ
と等の取組で，勤務時間短縮の意識が向上した。

B

・「働き方改革」が進んでいるようで安心しているが，休日
出勤も多く職員の健康について心配な面もある。
・休日に日が落ちても校舎に電灯がついていて，地域は
気になっているようだ。

夏秋総子（教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授
業公開学級率100％
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情報
発信を年間３回以上行った学級率80％以上

・年に１度，授業参観で教科「日本語」の授業を実施し保護者に
公開する.
・三校の日本語コーディネーター会議を実施し，昨年度の反省
から見直しを図るとともに，新しい評価について職員へ知らせる
ための研修会を設ける。

B

・授業参観での教科「日本語」の授業は全体の３割の学級で実施してい
る。今後の参観日で実施をするように共通理解を図る。
・日本語コーディネーター「会議」は実施できていないが，三校合同研修
会の際に情報交換をしている。昨年度と違う取り組みや教材についての
情報を得た。対象学年へ紹介をしている。

C

・授業参観での教科「日本語」の授業は全体の5割の学級で実施した。
・三校合同研修会以外では各校の担当者同士による電話と紙媒体での
情報交換を行った。各校の職員へ資料の紹介はしたが共有するための
全体会は実施できなかった。。 B

・鳥栖市の特色である教科「日本語」についてしっ
かり取り組んでもらっているようだ。今年度参観でき
なかったので，次年度に期待する。

鶴田喜幸（主幹教諭）

○特別支援教育の充実

○通常学級や外部関係機関との連携充
実

○｢校内支援委員会｣「巡回相談」の連携した取り組み
により，校内での継続的な個別支援を最低5名は行え
る体制をつくる。
○通常学級・支援学級双方向からの交流推進のため
の授業実施100％
○特別支援学級在籍児童についての外部機関連携(含
巡回相談)を100％とする。

・「巡回相談」の事前事後に「校内支援委員会」を行い，
継続的な個別支援体制をつくる。
・自立活動の実践を出し合い，長期スパンで系統的に
取り組みを進められるように自立活動区分毎に系統表
を作成する。
・自立的な行動から自己肯定感が高められる場面に焦
点を当て，両学級双方からの授業実践を行う。
・研修と外部機関連携を計画的に進め，ケース研に対
する専門性を高め，児童に合った外部機関連携を行
う。

B

・昨年度，支援学級弾力運用で関わった児童３名は，現担任に引き継ぎ
完了。新たな児童１名について，校内支援委員会に外部専門家との連
携を生かしながら，弾力運用での個別支援を継続している。
・自立活動について情報交換を行い，エリアリーダー等との研修を生か
し，心理的な安定，人間関係の形成，コミュニケーションの区分を中心
に，本校での取組の系統表作成を進めている。
・運動会前の機会を捉え，交流学級における啓蒙授業は100％実施。人
権･同和担当とも連携した。
・巡回相談，若楠療育園利用児童の情報交換会，ケース会議等で外部
機関連携を進め，助言を指導に生かすことができた。

B

・｢校内支援委員会｣と｢巡回相談｣，ＡＬ，ＳＣ，｢にじいろ相談室｣の連携
を図り移行支援会議までつないだ。昨年度からの3名は，個別に引き継
ぎ，各学級担任が保護者と連携し学級内配慮で対応し維持した。
・心理的な安定・人間関係の形成・コミュニケーションの区分について，
大まかな全体像をつかみ次年度への準備ができた。
・啓蒙授業を100％実施し，自然な交流場面がみられた。人権･同和教
育の取組に課題も見られた。
・外部機関連携については，在籍児童の50％にとどまった。年度当初に
コーディネーターを中心に各担任が年間を見通した計画が必要である。

A

・細やかに対応している様子が伝わる。本校は１４
クラスの特別支援学級があるので，対応が大変か
と思うががんばってほしい。
・人権教育や同和教育は難しいと思うし，なかなか
伝わらないものもある。そうした中にあっても，絶え
ず取組を続けて欲しい。

天本早百合（特支主任）
太田里佳子（特支主任）

○地域社会との連携・協働

○行事再編に係る地域との連携強化 ○学校行事への地域人材の積極的参加を推進，８０％以上を
目指す。
○地域からの協力依頼へ９０％以上応じる。
○適切で確実な情報発信に努め，8割以上の肯定的評価を得
る。

・PTAとの連携を密に行う。
・学校行事の一部を「まちづくり推進協議会」へ移行する。
・区長会，民生委員会，まちづくり推進協議会等の地域の会合
への積極的参加，またマチコミメールを介した情報発信に努め
る。

B

・新型ウイルスによる計画の変更や中断を余儀なくされたが，ＰＴＡ活動の一部を
ウェブ上に移行することで対応した。
・「まちづくり推進協議会」への行事移行は新型ウイルス対策のため頓挫してい
る。
・学校からの情報発信のうち9割以上をメール配信とした。地域の会合へは１０
０％出席している。

B
・新型ウイルスにより「まちづくり推進協議会」「ＰＴＡ」などと協力体制を
組んで行事を行うことができなかった。
・学校から地域や各団体への情報発信のうち9割以上をメール，ＰＤＦ
データ配信としたことについて，保護者アンケートでは９４％が「評価す
る」と回答した。

B
・コロナ禍で他機関との交流及び連携ができなかっ
たと思う。
・情報発信をインターネットで行うことはこれからの
時代当たり前になっていると思う。

井手崇雄（教頭）

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・支援が必要な子ども一人一人のニーズに応じた教育を行うため，特別支援教育の更なる充実を図ります。
・特別活動を中心に据えた，個が生きる学級集団づくりを推進します。
・効果を検証しつつ教育活動の質の向上を図り，地域と連携し学習効果の最大化を目指します。
・学校行事の精選と地域連携による再編により，地域や社会に貢献できる学校を目指します。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・特別支援学級と通常学級、また特別支援学級間の連携推進が不十分だったので改善をすすめていく。

・個が生きる学級集団づくりという点で課題が見られたので、学級づくりについて研修会を開催し担任のスキルアップを図る必要がある。

２　学校教育目標 「明るく元気なあいさつができる子ども」「最後まで粘り強く学ぶ子ども」「百の力で体を鍛える子ども」を具体的な目標に掲げ、旭を愛し、共に学び、たくましく生きる児童の育成を目指す。

３　本年度の重点目標

①特別支援教育の充実を図る。

②個が生きる学級集団づくりを目指す。

③学力の向上を図る。

④地域社会との連携・協働を推進する。

学校名 鳥栖市立旭小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


